
〝
記
憶
を
未
来
へ
、備
え
を
明
日
へ
〟

～
北
の
大
地
か
ら
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
。自
然
災
害
の
脅
威
と
対
応
を
学
ぶ
～

国
内
外
の
参
加
高
校
　（
日
本

人
、海
外

人
）

　
　
　
　
海
　
外

開
会
式
な
ど

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら


グ
ル
ー
プ
が
３
分
科
会
で
熱
心
に
意
見
交
換

北海道・札幌に国内外から人
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国
内
外
の
高
校
生
が
日
本
の
津
波
の
歴
史
や
防
災
・
減
災
な
ど
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
「
『
世
界
津
波
の
日
』
２
０
１
９
高
校
生
サ
ミ
ッ

ト
ｉ
ｎ
北
海
道
」
（
北
海
道
、
道
教
育
委
員
会
主
催
）
が

、

の

両
日
、
札
幌
市
豊
平
区
の
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
（
道
立
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
た
。
４
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
国
内


校
、
海
外

カ
国
か
ら
高
校
生
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
議
論
を
交

わ
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
全
体
の
成
果
と
し
て
「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
（
ア

イ
ヌ
語
で
『
こ
ん
に
ち
は
』
）
宣
言
」
も
採
択
さ
れ
た
。
次
回
は
新

潟
県
で
開
催
す
る
。

　
中
国
▽
韓
国
▽
イ
ン
ド
▽
ス
リ

ラ
ン
カ
▽
モ
ン
ゴ
ル
▽
モ
ル
デ
ィ

ブ
▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
▽
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
▽
タ
イ
▽
ベ
ト
ナ
ム
▽
マ
レ

ー
シ
ア
▽
ト
ル
コ
▽
ロ
シ
ア
▽
オ

ラ
ン
ダ
▽
フ
ラ
ン
ス
▽
ド
イ
ツ
▽

イ
タ
リ
ア
▽
米
国
（
ハ
ワ
イ
）
▽

カ
ナ
ダ
▽
ブ
ラ
ジ
ル
▽
ペ
ル
ー
▽

チ
リ
▽
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
▽
パ
ラ
グ

ア
イ
▽
メ
キ
シ
コ
▽
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
▽
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
▽
ク
ッ
ク
諸
島
▽

フ
ィ
ジ
ー
▽
キ
リ
バ
ス
▽
マ
ー
シ

ャ
ル
▽
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
▽
ナ
ウ
ル

▽
ニ
ウ
エ
▽
パ
ラ
オ
▽
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
▽
サ
モ
ア
▽
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
▽
ト
ン
ガ
▽
ツ
バ
ル
▽
バ

ヌ
ア
ツ
▽
南
ア
フ
リ
カ

　　　　　地元高校生による「未来の翼」の演奏

二階氏のあいさつ文を代読する福井衆院議員

　北海道を代表してあいさつする鈴木知事

　　　　　　　　会場は多くの高校生で熱気にあふれた

　
分
科
会
で
熱
心
に
意
見
を
交
　

　
わ
す
高
校
生

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
成
果
を
　

　
報
告
す
る
海
外
の
高
校
生

　レセプションで屈託のない笑顔を見せる高校生

　　　オレンジジュースで乾杯する高校生

　
「
世
界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ

ミ
ッ
ト
は
、
２
０
１
５
年

月
の

国
連
総
会
で
「
世
界
津
波
の
日
」

（

月
５
日
）
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
、

年
か
ら
世
界
各
国

の
高
校
生
が
津
波
の
脅
威
と
そ
の

対
策
を
学
ぶ
場
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
高
知
、
沖
縄
、
和

歌
山
各
県
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
全
体
テ
ー
マ
は
「
〝
記

憶
を
未
来
へ
、
備
え
を
明
日
へ
〟

～
北
の
大
地
か
ら
イ
ラ
ン
カ
ラ


テ
。
自
然
災
害
の
脅
威
と
対
応
を

学
ぶ
～
」
。
国
内
１
８
０
人
、
海

外
２
１
４
人
の
高
校
生
が
参
加
し

た
。

　
７
～
９
日
は
参
加
す
る
高
校
生

が
２
班
に
分
か
れ
、
道
南
・
道
央

と
、
道
東
で
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

行
い
、
防
災
施
設
の
視
察
や
地
元

の
高
校
生
と
交
流
を
深
め
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
１
９
９
３

年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
大
き

な
津
波
被
害
を
受
け
た
奥
尻
町
の

ツ
ア
ー
に
は

カ
国
の
約

人
が

参
加
。奥
尻
島
津
波
館
の
見
学
や
、

慰
霊
碑
「
時
空
翔
」
で
は
献
花
も

し
た
と
い
う
。

　

日
、
北
海
き
た
え
ー
る
で
開

か
れ
た
分
科
会
は
、
①
知
識
を
得

る
～
過
去
の
教
訓
の
伝
承
②
意
識

を
高
め
る
～
災
害
へ
の
備
え
と
迅

速
な
避
難
③
復
興
に
向
け
共
に
行

動
す
る
～
社
会
貢
献
、
被
災
当
事

者
と
支
援
者
の
視
点
―
に
つ
い

て
、
高
校
生
が

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
熱
心
に
意
見
交
換
し
た
。

　
同
日
の
開
会
式
。
正
面
壇
上
の

中
央
に
高
校
生
議
長
２
人
、
左
右

に
各
国
高
校
生
代
表
が
着
席
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
札
幌
白
石
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
「
未
来
の
翼
」
が
演
奏
さ
れ

た
後
、
議
長
を
務
め
た
札
幌
国
際

情
報
高
校
２
年
の
井
戸
静
星

し
ず
ほ

さ
ん

と
札
幌
日
本
大
学
高
校
１
年
の
桐

越
航わ

た
る

さ
ん
が
力
強
く
開
会
宣
言
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木
直
道

知
事
が
あ
い
さ
つ
。
「
北
海
道
で

は
１
９
９
３
年
の
南
西
沖
地
震
と

直
後
の
津
波
で
２
０
０
人
を
超
え

る
人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
、

２
０
０
０
年
に
は
有
珠
山
の
噴
火

な
ど
大
規
模
な
災
害
を
経
験
し

た
。
そ
し
て
、
震
度
７
と
い
う
甚

大
な
被
害
を
生
じ
た
胆
振
東
部
地

震
か
ら
１
年
と
な
る
中
、
防
災
の

意
識
を
高
め
る
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

は
大
変
に
意
義
深
い
も
の
が
あ

る
」
と
強
調
。

　
ま
た
、
「
サ
ミ
ッ
ト
で
絆
を
深

め
た
皆
さ
ん
が
、
将
来
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
に
お
い
て
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
各
国
、
各
地
域
の

連
携
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」と
し
た
上
で
、

「
滞
在
中
に
た
く
さ
ん
の
北
海
道

の
魅
力
に
触
れ
、
北
海
道
を
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
津
波
の
日
の
提
唱
者
、
二
階
俊

博
衆
院
議
員
（
自
民
党
幹
事
長
）

が
所
用
で
欠
席
と
な
っ
た
た
め
、

代
わ
っ
て
福
井
照
衆
院
議
員
が
二

階
氏
の
あ
い
さ
つ
文
を
代
読
し
た

（
代
読
の
要
旨
は
次
の
通
り
）
。

　
「
今
回
の
開
催
で
、
参
加
す
る

高
校
生
は
千
人
を
超
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」

　
「
災
害
か
ら
一
人
で
も
多
く
の

命
を
守
る
た
め
に
は
、
過
去
の
災

害
の
教
訓
か
ら
学
び
、
普
段
の
心

構
え
が
重
要
だ
。
皆
さ
ん
が
こ
の

地
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

　
「
地
震
が
起
き
た
ら
逃
げ
て
く

だ
さ
い
。
逃
げ
る
こ
と
を
家
族
や

友
人
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、津
波
か
ら
自
分
、大
切
な
人
、

家
族
と
友
人
の
命
を
救
っ
て
く
だ

さ
い
。
私
自
身
、
子
や
孫
た
ち
の

未
来
の
た
め
、
災
害
に
強
く
、
し

な
や
か
で
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

な
国
土
を
つ
く

り
あ
げ
、
後
世
に
平
和
の
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
災
害
で
人
の
命
を
失
わ

せ
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
世

界
の
人
々
と
心
を
合
わ
せ
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」

　
そ
の
後
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と

事
前
学
習
ツ
ア
ー
の
報
告
が
あ

り
、
閉
会
し
た
。

　

日
夜
に
は
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
で
、
鈴
木
知
事
を
は
じ
め
、
国

会
議
員
や
各
国
の
在
京
大
使
、
地

元
自
治
体
の
首
長
ら
が
出
席
し
、

外
務
省
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
阿
部
俊
子
外
務
副
大

臣（
当
時
）が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

日
常
の
防
災
意
識
の
重
要
性
や
高

校
生
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。
高
校

生
は
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯

し
、
交
流
を
深
め
た
。
地
元
高
校

生
に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
も
披
露
さ
れ
た
。

　
【
北
海
道
】

　
浦
河
高
校
▽
江
差
高
校
▽
釧
路

明
輝
高
校
▽
札
幌
国
際
情
報
高
校

▽
札
幌
西
高
校
▽
札
幌
南
高
校
▽

滝
川
高
校
▽
根
室
高
校
▽
登
別
明

日
中
等
教
育
学
校
▽
函
館
水
産
高

校
▽
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校
▽

奥
尻
高
校
▽
霧
多
布
高
校
▽
釧
路

北
陽
高
校
▽
札
幌
新
陽
高
校
▽
札

幌
日
本
大
学
高
校
▽
函
館
ラ
・
サ

ー
ル
高
校

　
【
岩
手
県
】

　
釜
石
高
校

　
【
宮
城
県
】

　
気
仙
沼
高
校
▽
佐
沼
高
校
▽
仙

台
第
一
高
校
▽
仙
台
第
三
高
校
▽

多
賀
城
高
校

　
【
栃
木
県
】

　
佐
野
高
校

　
【
群
馬
県
】

　
高
崎
経
済
大
学
附
属
高
校

　
【
埼
玉
県
】

　
不
動
岡
高
校
▽
早
稲
田
大
学
本

庄
高
校

　
【
千
葉
県
】

　
稲
毛
高
校

　
【
東
京
都
】

　
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等

教
育
学
校
▽
白
鷗
高
校
▽
南
多
摩

中
等
教
育
学
校
▽
富
士
見
丘
中
学

高
校

　
【
神
奈
川
県
】

　
横
須
賀
総
合
高
校
▽
聖
光
学
院

高
校

　
【
福
井
県
】

　
鯖
江
高
校

　
【
山
梨
県
】

　
甲
陵
高
校

　
【
静
岡
県
】

　
池
新
田
高
校
▽
駿
河
総
合
高
校

▽
沼
津
西
高
校
▽
静
岡
サ
レ
ジ
オ

高
校
▽
静
岡
聖
光
学
院
中
・
高
校

　
【
愛
知
県
】

　
大
成
高
校

　
【
三
重
県
】

　
桑
名
高
校
▽
四
日
市
高
校

　
【
京
都
府
】

　
京
都
学
園
高
校
▽
立
命
館
高
校

　
【
大
阪
府
】

　
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
校
平
野

校
舎
▽
高
石
高
校
▽
関
西
創
価
高

校　
【
兵
庫
県
】

　
尼
崎
小
田
高
校

　
【
奈
良
県
】

　
畝
傍
高
校

　
【
和
歌
山
県
】

　
串
本
古
座
高
校
▽
新
宮
高
校
▽

耐
久
高
校
▽
日
高
高
校

　
【
岡
山
県
】

　
井
原
高
校

　
【
徳
島
県
】

　
城
南
高
校
▽
徳
島
文
理
高
校

　
【
愛
媛
県
】

　
宇
和
島
東
高
校

　
【
高
知
県
】

　
大
方
高
校
▽
高
知
南
高
校
▽
宿

毛
高
校
▽
土
佐
塾
高
校
▽
明
徳
義

塾
高
校

　
【
福
岡
県
】

　
戸
畑
高
校
▽
明
治
学
園
中
学
・

高
校

　
【
熊
本
県
】

　
熊
本
高
校

　
【
大
分
県
】

　
佐
伯
鶴
城
高
校


